様式第１号の１
経費所要額調
補助事業者名：　　　　　　
（単位：円）
	区分
	（Ａ）

対象経費の支
出予定額
	（Ｂ）

基準額
	（Ｃ）

選定額
	（Ｄ）

県補助所要額
	備考

	（１）看護職員に係る短時間正規職員制度等の導入・拡充のための就業規則等の改定に要する経費
	
	
	
	
	

	（２）看護職員に係る短時間正規職員制度の導入に伴い、短時間正規職員の看護職員における人件費の増加分
	
	
	
	
	

	（３）看護職員に係る短時間正規職員制度の導入に伴い、必要となる補填人員として新たに雇用する非常勤職員等の人件費
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


（注）
１　「対象経費の支出予定額（Ａ）」欄は、様式第１号の２の各事業費等の額を区分ごとに記入すること。
２　「基準額（Ｂ）」欄は、交付要綱別表第２欄の算出方法によって算出された額を区分ごとに記入すること。

３　「選定額（Ｃ）」欄は、区分ごとに（Ａ）と（Ｂ）を比較して少ない方の額を記入すること。
４　「県補助所要額（Ｄ）」欄は、区分ごとに（Ｃ）に２分の１を乗じた額とする。ただし、１，０００円未満の端数が生じた場合には、これを切り捨てる。
様式第４号の１
経費所要額精算書
補助事業者名：　　　　　　
（単位：円）
	区分
	（Ａ）

対象経費の実支
出額
	（Ｂ）

基準額
	（Ｃ）

選定額
	（Ｄ）

県補助所要額
	備考

	（１）看護職員に係る短時間正規職員制度等の導入・拡充のための就業規則等の改定に要する経費
	
	
	
	
	

	（２）看護職員に係る短時間正規職員制度の導入に伴い、短時間正規職員の看護職員における人件費の増加分
	
	
	
	
	

	（３）看護職員に係る短時間正規職員制度の導入に伴い、必要となる補填人員として新たに雇用する非常勤職員等の人件費
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


（注）

１　「対象経費の実支出額（Ａ）」欄は、様式第１号の２の各事業費等の額を区分ごとに記入すること。
２　「基準額（Ｂ）」欄は、交付要綱別表第２欄の算出方法によって算出された額を区分ごとに記入すること。

３　「選定額（Ｃ）」欄は、区分ごとに（Ａ）と（Ｂ）を比較して少ない方の額を記入すること。

４　「県補助所要額（Ｄ）」欄は、区分ごとに（Ｃ）に２分の１を乗じた額とする。ただし、１，０００円未満の端数が生じた場合には、これを切り捨てる。
